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誓うならば）かの女たちの誓約を受け入れ，かの女たちのために罪を赦されるようアッラーに祈

れ。本当にアッラーは寛容にして慈悲深くあられる。 

13.あなたがた信仰する者よ，アッラーの御怒りを被った者に，友情を持ってはならない。かれ

らは，不信心者が墓場の（埋葬ず・の）仲間に就いて絶望しているのと同じように，来世に就い

て絶望しているのである。 

SURA 61.戦列章 〔アッ・サッフ〕 
慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。 

1.天にあり地にある凡ての有は，アッラーを讃える。本当にかれは偉力ならびなく英明であられ

る。 

2.信仰する者よ，あなたがたはどうして（自ら）行わないことを口にするのか。 

3.あなたがたが行わないことを口にするのは，アッラーが も憎まれるところである。 

4.本当にアッラーの御好・になられる者は，堅田な建造物のように，戦列を組んでかれの道のた

めに戦う者たちである。 

5.ムーサーがかれの人びとに言った時を思い起せ。「人びとよ，どうしてあなたがたはわたしを

苦しめるのか。わたしが，あなたがたに（遣わされた）アッラーの使徒であることを，知ってい

るではないか。」それでかれらが常規を踏・はずした時，アッラーはかれらの心を曲げられた。

本当にアッラーは，（アッラーの）掟に背く者を御導きになられない。 

6.マルヤムの子イーサーが，こう言った時を思い起せ。「イスラエルの子孫たちよ，本当にわた

しは，あなたがたに（遣わされた）アッラーの使徒で，わたしより以前に，（下されている）律

法を確証し，またわたしの後に来る使徒の吉報を与える。その名前は，アハマドである。」だが

かれが明証をもって現れた時，かれらは，「これは明らかに魔術である。」と言った。 

7.イスラームに招かれていながら，アッラーに就いて虚偽を捏造する者以上に悪を行う者があろ

うか。アッラーは不義を行う民を御導きになられない。 

8.かれらはアッラーの御光を，口先で消そうと望んでいる。だがアッラーは例え不信心者たちが

忌・嫌おうとも御自分の光（イスラーム）を現わした。 

9.かれこそは，導きと真実の宗教を持たせて，御自分の使徒を遺わされた方で，例え多神教徒た

ちが忌・嫌おうとも，それ（イスラーム）を凡ての宗教の上に高く掲げさせられる。 

10.あなたがた信仰する者よ，われは痛苦の懲罰から救われる一つの取引を，あなたがたに示そ

う。 

11.それはあなたがたがアッラーとその使徒を信じ，あなたがたの財産と生命をもってアッラー

の道に奮闘努力することである。もし分るならば，それはあなたがたのために も善い。 
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12.かれはあなたがたの様々な罪は赦して，川が（木々の）下を流れる楽園に入らせ，アドン（

エデン）の楽園における美しい邸宅に住まわせる。それは至福の成就である。 

13.またあなたがたが好む，外（の恩恵）を与えられる。アッラーの御助けと，速かな勝利であ

る。だからこの吉報を信者たちに伝えなさい。 

14.信仰する者よ，あなたがたはアッラーの助力者になれ。マルヤムの子イーサーが，その弟子

たちに次のように言った。「アッラーの（道の）ために，誰がわたしの助力者であるのか。」弟

子たちは（答えて），「わたしたちがアッラーの助力者です。」と言った。そのさいイスラエル

の子孫たちの一団は信仰し，一団は背を向けた。それでわれは，信仰した者たちを助けて，かれ

らの敵に立ち向かわせた。こうしてかれらは勝利者となったのである。 

SURA 62.合同礼拝章 〔アル・ジュムア〕 
慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。 

1.天にあり地にある凡てのものは，アッラーを讃える。（かれは）至高の王者，神聖にして偉力

ならびなく英明であられる。 

2.かれこそは文盲の者の間に，かれらの中から使徒を遺わし，印を読・聞かせてかれらを清め，

啓典と英知を教えられた方である。本当にかれらは，以前は明らかに邪道にあった。 

3.まだ来ていない（預盲者以降の）人びとにも教えを授けられる。かれは偉力ならびなく英明で

あられる。 

4.これがアッラーの恩恵である。かれの御心に適う者にこれを与える。アッラーは偉大な恩恵の

主であられる。 

5.律法（守護）の責任を負わされて，その後それを果たさない者を譬えれば，書物を運ぶロバの

ようなものである。アッラーの印を嘘であるとする者も同様で，哀れむべきである。本当にアッ

ラーは悪い行いの者を御導きになられない。 

6.言ってやるがいい。「ユダヤ教を信奉する者よ，あなたがたがもし外の人びと以上に，アッラ

ーの御気に入りであると言いはり，それがあくまでも真実であると確心するならば（天国に入れ

るはずだから今すぐ）死を請い願いなさい。」 

7.だがかれらは，その手で今まで犯した（行いの）ため，決して死を請い願わないであろう。本

当にアッラーは不義を行う者を熟知なされる。 

8.言ってやるがいい。「あなたがたが逃れようとする死は，必ずあなたがたを襲うのである。そ

れから幽玄界と現象界を知っておられる御方に送り返され，かれはあなたがたに自分の所業を告

げ知らせる。」 

9.あなたがた信仰する者よ，合同礼拝の日の礼拝の呼びかけが唱えられたならば，アッラーを念

じることに急ぎ，商売から離れなさい。もしあなたがたが分っているならば，それがあなたがた

のために も善い。 


